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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

歩けオロジーの推奨・多種古代言語同時学習法の指導

国史跡鳥取県妻木晩田遺跡発掘調査委員（副委員長）・兵庫県猪名川町多田銀銅山遺跡調査
委員会（委員長）・天理市入札監視委員会

文学部人事委員（委員長）・文化財学科主任

現在の専門分野

所属学会

研究課題

斑鳩・飛鳥・筋違道の歩けオロジー実践・パルミラ碑文の採拓と解読

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

日本考古学会、日本文化財科学会、情報考古学会

推古朝都市計画の復元的研究、シリア　パルミラ碑文の研究

関西外国語大学英米語学科

学士

考古学・国際文化財史料学



① 推古朝都市計画
の復元的研究
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2009年3月 『文化財学報27』 奈良大学文化財学科

（著書）

著書､学術論文等の名
称

単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称
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